
令和７年１月 29日 

福祉局障がい企画課 

市政記者各位 

福岡市では、重度障がいや難病などで外出が困難な方が、自宅に居ながらでも社会参加が可能とな

ることで、誰もが自分らしく暮らすことができる社会の実現のため、分身ロボット「OriHime（オリヒ

メ）」を活用した業務に従事する実証事業を進めています。

今年度は、新たな業務の開拓にも取り組んでおりますが、この度、その第４弾として、
「大丸福岡天神店」様のご協力のもと、実証事業を実施いたしますので、お知らせいたします。 

 

（１）業務内容     来客への声掛け、商品紹介など販売促進 

（２）実施場所、期間  大丸福岡天神店 地下２階（中央区天神 1-4-1）

①九州屋（果物・野菜）

・令和７年２月３日（月）から２月７日（金）まで

・令和７年２月 17日（月）から２月 21日（金）まで

②ポール・ボキューズ（パン）

・令和７年２月６日（木）

・令和７年２月 10日（月）から２月 14日（金）まで

・令和７年２月 25日（火）から２月 28日（金）まで

（３）現地取材     令和７年２月６日（木）13時 30分から 両店舗において順番に実施

＜事前申し込み＞ 取材を希望される方は、別紙「取材申込書」にて、２月４日（火）17時までに

FAXまたはメールでお申し込みください。 

＜当日集合場所＞ 大丸福岡天神店 地下２階「南側連絡通路」付近にお集まりください。 

 

 

※「OriHime」は㈱オリィ研究所の登録商標です。

実証事業の概要 

『福岡 100』Press Release 

分身ロボットスタッフが大丸福岡天神店で奮闘！ 

＜問い合わせ先＞ 

福祉局障がい企画課 

担当課長：平川（ひらかわ） 

電話：711-4247（内2115） 

福岡市では、人生 100 年時代の到来を見据 
え、誰もが心身ともに健康で自分らしく活躍 
できる持続可能なまちを目指すプロジェクト 
『福岡 100』を進めております。 

 ＜分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」とは＞ 

・ロボットを遠隔操作し、パイロットの分身として、そこにいるかのような

コミュニケーションが可能。

・ロボットにはカメラ、マイクを搭載。会話が可能。

・顔や腕が動き、操作者の感情を動きで表現できる。

自宅からタブレットなどで 

ロボットを遠隔操作

▼パイロット（操作者）

- 外出困難な方

- 重度障がい者など

▲分身ロボット「オリヒメ」
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＜稼働時間＞ 

平日の 

13時から 15時まで 



＜送信先＞ 

FAX：092-711-4818 

E-mail：s-kikaku.PWB@city.fukuoka.lg.jp

福岡市福祉局障がい企画課 宛 

「分身ロボットスタッフが大丸福岡天神店で奮闘！」 

取材申込書 

＜貴社名＞ 

＜当日ご取材される方＞ 

（記者・カメラマン・アシスタントのうち該当するものに◯を付けてください） 

記者 ・ カメラマン ・ アシスタント 

記者 ・ カメラマン ・ アシスタント 

記者 ・ カメラマン ・ アシスタント 

＜当日緊急連絡先＞ 

申込期限：令和７年２月４日(火) 17:00 

別 紙 

mailto:s-kikaku.PWB@city.fukuoka.lg.jp

